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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　指導者　　
１　主　題　　真の友情　＜Ｂ－⑩　友情・信頼＞
２　教材名　　ロレンゾの友達　　出典：文部科学省　道徳教育推進指導資料２
３　主題設定の理由
（１）ねらいとする価値について

　　　人と人が互いに信頼し合い、思いやりの心をもって接することは、社会生活の中で最も大切にし

なければならない事柄であり、集団生活における人間関係を円滑に保つ大事な要素である。互いに

信頼し、助け合い励まし合いながら真の友情を深めていこうとする気持ちを育てることは大変意義

深いことである。

（２）児童の実態について

　　　本学級の児童は、アンケートに「学校が楽しい」と答えているが、「友達と遊んでいる時」や「友
　　達と活動している時」など、友達との交流を理由に挙げる児童が多い。高学年になると、児童の生

　　活の中で「友達」の比重が大きくなり、価値が重くなってきている。友達同士の仲間意識が急速に

強くなる時期だが、特定の友達とばかり一緒にいて、何をするにもその友達と一緒でなければ安心

できない児童もいる。特定の友達を大切にしたいという気持ちをもちつつも、自己中心に感情的な
行動をして仲たがいをしたり、仲間が介入してかえって関係を悪化させてしまったりすることがあ
る。また、小さい頃から同じ集団で育ち、互いの様子がよく分かり合える間柄になっているために、
相手にとってどうすることがいいのかを深く考えずに行動してしまうことがよく見られる。さらに、
家庭でテレビゲーム等の遊びをする子どもが増えている。そのため、一緒に遊んでいるように見え
ても、実際の関わりを考えた場合、互いの存在感が非常に薄いものでしかないことが多くなってい
る。友情を深め、互いを理解しようとする気持ちが育つ大切な時期でありながら、子どもたちの意
識は、親友とは一緒に遊ぶ友達というところから先に進まない傾向にある。

（３）教材について

　　　本教材は、旧知の友が犯罪を犯して、ふるさとに帰ってくると刑事に知らされた３人の若者が、

　　友のロレンゾをどのように迎えるかを思い悩む話である。ロレンゾの友達３人は、いずれも友を思
う気持ちは共通している。異なる点は、本当に友の力になるのはどのようなことかについての考え

方である。自分だったらどうするか、自分の考えに近い登場人物の立場に立ち、根拠となる考えや
反論を話し合いながら、「友情」について考えを深めていくのに適した資料である。３人それぞれ考

えが違って見えるが、「自分の損得を超えて友達のことを考えられる」のが真の友情と気付かせたい。
４　ねらい
　　　友のロレンゾが罪を犯してふるさとに帰ってくると知らされた３人の若者が、友達をどのように迎えるかを議論し、議論中に育ってきた自分の心情・見方・考え方に気付くことを通して、友達を信頼し、お互いを大切にし合い、真の友情を育てていこうとする態度を養う。

５　準　備　（教）フラッシュカード　授業後アンケート　（児）３色のカード　
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	１△　「友達」とはどういう存在ですか？
　　・楽しく遊べる仲間
　　・なんでも話せる人
	・自分の友達関係について、身近な出来事を想起させ、価値への方向付けと、本時の話し合いへの意欲を高める。
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	２　教材「ロレンゾの友達」を聞き、話し合う。
　①　ロレンゾはなかなかやって来ません。「ロレ

ンゾが訪ねて来たらどうするか」３人は、こんなことを考えていました。
△　自分がロレンゾの友達だったらどうするか、３人のうちどの考え方に共感できますか。

また、その理由は・・・。
　アンドレ　

　　・お金を持たせてだまって逃がしてやる。

　　・いけないことかも知れないけど、助ける。

　サバイユ　

・自首をすすめる。

・相手の考えを大切にし、ロレンゾが納得し
なかったら、そのまま逃がしてやる。

　ニコライ　

　　・自首をすすめて一緒に付き添う。

　　・ロレンゾが納得しなかったら、警察に知ら

せる。

ア＝（アンドレに共感）

・大切な友達だから助けたい。

・頼ってきた友達を裏切ることはできない。

・警察に知らせるのはかわいそう。

・よほどの事情があるはず。

イ＝（サバイユに共感）

・悪いことをしたのだから、自首をすすめる。

・友達の気持ちを大事にしたい。

・友達だから、無理に警察に連れて行けない。

・友達の意思を尊重したい。

ウ＝（ニコライに共感）
・逃げ続けるとロレンゾの罪が重くなる。

　　・いけないことは、いけない。
	・教師の語りで資料提示する。
・３人の話からロレンゾの置かれている状況をつかませるとともに、２０年ぶりとはいえ、ロレンゾの友達からの信頼を確認する。

・①では、アンドレ、サバイユ、ニコライの考えを３色のカードで提示し、児童が自分の考えと比べやすいようにする。

・△では、自分の考えをはっきりともたせるために、３色のカードを渡し、

　アンドレ：水色、サバイユ：薄紫、

　ニコライ：桃色として、自分の考えと近い色のカードを提示させる。

・３人の考え以外の考えをもつ児童が

いたら、４人目・５人目として生か

す。



	
	・自首したほうがロレンゾのためになる。

・大切な友達だからこそ、警察に知らせる。

　②　質問したい意見に質問し、互いに自分の考

　　　えを伝え合いましょう。

　　・自分はウで、信用している友達だから自首

を、すすめると思うが、アの人は、友達が

悪いことをしているのを見逃してもいいの

か。

　　・自分はアだが、本当に悪いことをやったの

　　　なら、きっと自分で自首してくれると信じ

ているから。

　▲　間違いだったと分かって抱き合う４人。ロレンゾに対してもっている共通した思いは
　　　何でしょうか。

　　・ロレンゾの幸せを願っている。

③　友達の意見で「なるほど」「はっとした」「聞いてよかった」と思ったのはどれですか。

・アンドレがロレンゾを逃がしてやるのは、本当の友情じゃない。

・嫌なことでも言わなくてはいけないときもある。

・本当の友情は、自分のことではなく相手のことを心から考えること。　
	・②では、自分の考えの伝え合いには

　「つけたし」を、質問には「質問」　

　「もっとくわしく」などの言葉を提

　示し、活用させる。

・▲では、共感する理由を述べたり、

質疑応答したりする中で、３人の対

応を見比べさせ、対応に違いはあっ

ても「友を思う気持ち」は同じであ

ることに気付かせたい。

・③では、友達から学んで成長できた意見を出させることで、考え方が多様であることに気付かせ、今後の生き方を見つめる視点として生かす。
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	３　授業後アンケートを書く。

　　・本時を振り返り、友達の意見に共感する中

で、今後の自分の行動について考える。
	・本当の友情について考え、これからの生活で生かそうとする意欲を高めさせる。


７　評　価
　　　友のロレンゾが罪を犯してふるさとに帰ってくると知らされた３人の若者が、友達をどのように迎えるかを議論し、議論中に育ってきた自分の心情・見方・考え方に気付くことを通して、友達を信頼し、お互いを大切にし合い、真の友情を育てていこうとする態度を養うことができたか。

	授業前
	→
	授業後

	○正しいことでも相手の嫌がることや不利になることは言いたくない。
○真の友情について深く考えていない。

	
	○相手のことを思えば、言いにくいことも言い合えるのが友達だ。
○互いに信頼し、助け合い励まし合いながら友情を深めていこうとする気持ちが高まる。


授業の後で　アンケート　　　名前（　　　  　　　　）

○自分の意見はクラスの友達に、役に立ったと思いますか？

役に立ったと思う　　　　　　　　（　　　　　）

役に立ててもらえないと思う　　　（　　　　　）

	どうしてかというと・・・




○友達の意見の中で、「なるほど」「はっとした」と思えた意見を書きましょう。

	（　　　　　　）さんの



	

	（　　　　　　）さんの




という意見。
○今日の授業で、思ったこと、考えたこと、感じたことなど書きましょう。

	


みなさんから　いいこと　たくさん教えてもらえました。ありがとう！　
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資料提示はここまでとする。








